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告-塞 +禦) ここで､p(r,i)≡gn｡(r,t)-FL (1･2･8)






































































































































































HeⅡに熱量Wを加えると温度差が生じて A ｣ 生 身


















































































































































































































































































が近づいてきた時に大きくなるo舶 vL'0lJとなる距離Aはlvl'0[仁 志 と見積もれて､
Jvl･J-p/Rであるから､A-品 となるovL'OIEま周りの渦がA程度に近づいた時には重要な
量となるが､それ以外の状況では無視してしまっても構わないov,rOtを無視して局所的な自己誘





















































































変化 の方向は vn-vsaの Z成 分 (vn-vsa)Zの大 き さで決 ま り､α,0であるか ら､
(vn-vsa)I-p/R,0ならi-･af(vn-vsa)I-p/Rfr^となってどんどん渦環は大きくなる｡


























































































































































些=tano=epP三, => h=生 壁















































































































































































































E-Pf R(ln慧 一言) (7･4,
p-7WsKR2 (7･5)
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